
ラ
ム
サ-

ル
条
約 

  
北
海
道
苫
小
牧
の
郊
外
、
勇
払
原
野
の
自
然
に

深
く
抱
か
れ
た
ウ
ト
ナ
イ
湖
の
４
月
は
渡
り
鳥

の
天
国
と
な
る
。
暖
か
い
南
国
で
越
冬
し
た
渡
り

鳥
が
故
郷
の
シ
ベ
リ
ヤ
へ
の
帰
路
、
中
継
点
と
な

る
ウ
ト
ナ
イ
湖
で
つ
か
の
間
の
安
ら
ぎ
を
求
め

る
。
マ
ガ
ン
や
コ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
の
そ
の
数
が
２
万

羽
を
超
す
。
初
冬
に
も
南
に
向
か
う
渡
り
鳥
で
賑

わ
う
ウ
ト
ナ
イ
湖
は
湿
原
と
水
鳥
の
保
護
を
求

め
た
ラ
ム
サ-

ル
条
約
に
登
録
さ
れ
た
湖
沼
の
一

つ
。
こ
の
ほ
か
に
釧
路
湿
原
や
ク
ッ
チ
ャ
ロ
湖
、

宮
城
県
の
伊
豆
沼
・内
沼
を
加
え
て
日
本
で
は
四

カ
所
が
登
録
さ
れ
て
い
る
。 

 

そ
の
ラ
ム
サ-

ル
条
約
を
め
ぐ
る
国
際
会
議
が

６
月
、
北
海
道
の
釧
路
で
開
催
さ
れ
る
。
条
約
の

正
式
名
称
は
『
と
く
に
水
鳥
の
生
息
地
と
し
て
国

際
的
に
重
要
な
湿
地
に
関
す
る
条
約
』、
イ
ラ
ン

の
カ
ス
ピ
海
の
ほ
と
り
の
街
ラ
ム
サ-

ル
で
第

一

回
の
会
議
が
開
か
れ
た
。
四
月
現
在
で
五
百
九
十

四
の
湖
沼
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
愛
鳥
先
進
国
の

イ
ギ
リ
ス
で
は
そ
の
一
割
、
わ
が
国
は
渡
り
鳥
の

中
継
地
と
し
て
は
絶
好
な
湖
沼
や
干
潟
が
多
い

割
に
は
登
録
数
が
少
な
い
。
こ
れ
を
機
に
増
や
す

と
と
も
に
湿
原
湿
地
保
全
と
価
値
を
深
く
考
え

る
絶
好
の
チ
ャ
ン
ス
で
も
あ
る
。 

 

不
毛
が
故
に
取
り
残
さ
れ
た
湿
原
や
湖
沼
は

い
ま
や
鳥
や
野
生
生
物
の
天
国
で
あ
る
。
そ
の
湿

原
湖
沼
は
自
然
の
微
妙
な
バ
ラ
ン
ス
の
な
か
で

生
き
て
お
り
、
取
り
巻
く
背
後
の
丘
陵
地
帯
で
の

ゴ
ル
フ
場
な
ど
の
乱
開
発
で
汚
れ
た
土
が
流
れ

込
み
、
過
度
の
森
林
伐
採
で
湿
地
の
命
で
あ
る
豊

富
な
水
が
減

っ
て
乾
燥
化
が
静
か
に
進
ん
で
い

る
と
こ
ろ
が
多
い
。 

源
流
部
に
放
水
路
計
画
が
あ
る
ウ
ト
ナ
イ
湖

に
は
標
識
番
号

『
２
Ｃ
２
１
』
を
つ
け
た
オ
オ
ハ

ク
チ
ョ
ウ
が
十
四
年
連
続
で
や

っ
て
き
て
い
る
。

平
均
寿
命
を
遥
か
に
超
え
た
老
鳥
は
命
の
限
り

渡
り
鳥
の
楽
園
、
ウ
ト
ナ
イ
湖
を
訪
れ
る
だ
ろ
う
。

『
２
Ｃ
２
１
の
オ
オ
ハ
ク
チ
ョ
ウ
』
の
期
待
を
背

負

っ
て
湿
地

一
つ
の
環
境
を
い
か
に
守
れ
る
か
、

ラ
ム
サ-

ル
条
約
の
正
念
場
で
あ
る
。 

（気
象
庁  

村
松 

照
男
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